
私たちは今、建設業が大きく変わる時代を迎えています。BIM/CIM、AIなどのデジタル技術の進歩に
より、ものづくりの方法や仕事の進め方は大きく変わろうとしています。一方で、安全で高品質な建築物
や社会基盤をつくり、人々の暮らしを支えるという建設業の使命は変わることがありません。

だからこそ私たちは、新しい技術を追い求めるだけでなく、社会や現場で役立つ技術として実装すること
を重視しています。研究成果をできるだけ早く現場へ届けること、これまでにない分野へ挑戦して新たな
価値を生み出すこと、そして長年培われてきた技術や知見を次世代へ確実につなぐこと。これらが技術 
センターに求められる重要な役割であると考えています。

本報告のうち、研究成果を現場へ届ける取り組みとしては、「大空間における部分空調システム」、「低層型
温度成層空調システム」、「Scan to BIM」は実建物での実証を行い、「PP短繊維コンクリート」、「バイオ炭
インターロッキングブロック」、「リング型ベースプレートを用いた免震装置」、「地震被災度判定システム」
は実建物に実装しました。

新たな価値を生み出す取り組みとして、「発酵熱でのバイオマス乾燥方法」、「コンクリート製品のCO2 

固定化」は将来のカーボンニュートラル実現につながります。
技術や知見を次世代へつなぐ取り組みとして、「床コンクリート直仕上げ作業」、「スチフナ補剛された 

H形断面梁」、「初期応力測定結果を用いた応力推定」、「施工に由来するコンクリート微細組織の差異」は
現場の課題を解決し、「生物多様性リスク評価手法」、「塗り床材のひび割れ追従幅測定方法」、「DX コンク
リート貫入試験機」においては、開発したノウハウを体系化し、次世代へつないでいきます。

技術は開発することが目的ではありません。社会で活用され、人々の暮らしを支えてこそ価値があります。
変化の激しい時代だからこそ、変化を受け容れるだけでなく、自ら創り出す側でありたいと考えます。

技術センターはこれからも、社会やお客様の期待に応える技術を創出し、未来を創る技術を実装する
ことで現実の価値へと変えていく挑戦を続けてまいります。

今後もご指導ご鞭撻のほどお願い申しあげます。

令和 ８ 年10月
株式会社フジタ　技術センター所長　髙森　直樹
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